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論文内容要旨
 材料および観察法
 骨髄巨核球の母細胞の観察には,1慢性骨髄巨核球性白血病,2慢性赤白血病,3鉄芽
 球性貧血,4May-Hegghnano皿aly,5原因不明の血小板増多症,の5症例の骨髄
 穿刺液を用いた。血小板分離機構の観察には前記症例に正常人1例を加えた。骨髄穿刺液は2.5
 %グルタールアルデヒドで前固定後,ユ%オスミウム酸で後固定。アセトンで脱水の後エポンに
 包埋し,超薄切片作成後,ウラン,鉛の二重染色牽行い日立7S型電子顕微鏡で観察した。
 1骨髄巨核球の母細胞について
 骨髄巨核球を成熟型から幼若型へ遡りながら観察していくと,症例1では最も幼若な単純な構
 造の細胞はMay-Giemsa標本では小リンパ球と同定されたと思われる細胞であり,栓球分離膜,
 bleb,bu1憶一eyegranule,microtubules等の骨髄巨核球に特徴的な構造は全く
 有しない。このような細胞はこの症例では骨髄巨核球系の細胞が他の系列の細胞に較べてはるか
 に多いこと,および骨髄巨核球の特徴を有する細胞との間に移行型が存在することから,骨髄巨
 核球系の最も幼若な細肪であると考えられる。症例2でも光顕的にはおそらくリンパ球と同定さ
 れるが,電顕的には骨髄巨核球の特徴を有する幼若な細胞が認められた。症例3,4では好中球
 系の細胞が多いために,最も単純な構造の細胞と骨髄巨核球系の細胞との形態的移行を明らかにで
 きなかったが,電顕的に両系統の細胞を成熟型から幼若型へ遡っていくと,それらの幼若型は区
 別が困難であり,両系統の細胞は同一形態の幼若な細胞に由来すると考えら・れた。これらの所見
 から成人において認識し得る骨髄巨核球系の最も幼若な細胞は,光顕的にはリンパ球様に見える
 が,電顕的にはリンパ球とは異る細胞であると思われる。このような観察法では幹細胞を同定し
 得ないが,骨髄巨核球が顆粒球系,赤芽球系の細胞と共に光顕的にリンパ球様の幹細胞に由来す
 るとする説と矛盾しない。なお最も幼若な細胞では特徴的な構造は全く見られないが,bleb,
 bul嬉一eyegranule,microtubules,multivesicularbodyは全症例で骨髄巨
 核球系のかなり幼若な細胞にもしばしば見られ,これらの構造は幼若な骨髄巨核球を同定するの
 に有用であると思われる。
 皿血小板の分離機構について
 症例1,2ではいわゆる栓球分離膜の形成されていない骨髄巨核球からblebformatlon
 により血小板が分離される像が見られた。正常人では胞体の一部が大きなblock.としてpse-
 udopodiaからちぎれ,栓球分離膜とは無関係に更に小さく血小板として分割されていくと思わ
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 れる像が見られた。Blebと'pse面opodiaの間には移行型も認められ,これらは骨髄巨核球
 のアメーバ様運動の表現であると思われる。.一方すべての症例を通じて明僚ないわゆるplate-
 letareaの形成は認められず,栓球分離膜は一部は膜状構造であるにしても,多くは管状構
 造で,栓球分離膜により血小板が分離されることを示唆する所見は全く認められなかった。従来
 血小板は栓球分離膜により成熟骨髄巨核球の胞体が分割されることにより形成されると信じられ
 てきたが,症例1,2ではその説は破綻をきたし,他の症例でも従来の説を支持する所見は全く
 認められなかった。血小板は骨髄巨核球の旺盛なアメーバ様運動の結果,主としてpseudopodla
 から,時に,blebから胞体の一部がちぎれ,pseudopodiaから大きなblockとしてちぎれ
 た胞体も栓球分離膜とは無関係にさらに小さく分割されると考えた方が矛盾が少ないと思われる。
 栓球分離膜と血小板のsurfaceconnectedsystemは形態的に類似性があり,栓球分離
 膜はsurfaceconnectedsystemとして血小板に持ちこまれるものと思われる。
 一126一
 審査結果の要旨
 血球の発生に関しては新しい研究が多いが,諸説が入ち乱れて結論が得られていないようであ
 る。骨髄巨核球より血小板が作られることは定説となっているが,その作られ方に関しては定説
 と言われるものはない。現在最も広く信じられている血小板生成機序は,巨核球内に血小板分離
 膜という膜が発生し,胞体がやがてこの膜から分離して血小板となるというものであるが,著者
 は本研究においてそれを否定し,新しい分離機構を証明している。
 著者は臨床血液学の立場から多くの血液疾患々者を扱っているうち,Megakaryocytele-
 akemiaやThrombocytosisの患者に遭遇し,その骨髄像を検討する機会があった。これ
 らの患者では骨髄に巨核球が多く,血小板分離像もみられるため,その機序を検討するのに絶
 好の機会と考えられた。
 著者は,光顕および電顕像を数多く調査し,巨核球は,光顕ではリンパ球様にみえる幹細胞よ
 り分化し,やがて巨核球の形態を具え,bIebforneationないしpseudopodiafor-
 mationを呈し,これらの突出が千切れて血小板が形成されて行くことを確認した。従来分離
 膜と呼ばれていたものは確かに見られるのであるが,血小板分離とは関係がなかった。
 本研究は臨床上の症例から新しい血小板分離機構を発見したものであって,充分学位に値する
 ものと思う。
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